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ための方策として、ALTとの Team Teaching Trainingを英語科教育法の中で実践する事例として
紹介する。学生にできるだけ英語コミュニケーション能力を磨かせる機会を与えるとともに、







1 ．中・高等学校の英語教育における Team Teaching
　本章では、中・高等学校の英語教育における ALTとの Team Teachingについて言及する。そ





































ここでは日本の英語教育現場の Team Teachingにおいて実施されている ALTと JTEの役割分担
について説明する。当然ながら、その役割分担は Team Teachingの成功には大きな影響を与え
るものであり、JTEとして ALTと Team Teachingを実施するつもりならやはり事前に考慮すべ
きものである。
　今井・松井は Team Teachingのタイプを次のように分類する。













 2） 今井・松井（2008）「ALTとの授業がうまくいく関係性とは」『英語教育』5月号 p.15 より引用






　また、卯城（1992, 1997）は以下のように Team Teachingのあり方を分類し、①～③の従来型
を紹介するとともに、④のトライアングル型を提唱している。










の間の Interactionの機会を設け、かつ JTEと ALTの間のモデルとなる会話を生徒に提示するの
かが Team Teaching成功のために必要な点なのである。
1. 3　Team Teaching における課題
　　望月（2010）では、Team Teachingの課題として以下の 7つを挙げる。
（1） ALTの英語教育に関する専門的な知識や指導力の欠如












等の外部人材は、1万 2,000 人。うち JETプログラムによる ALTが 4,000 人であり、また、自
治体の直接任用、労働者派遣契約によるもの及び請負契約によるものなどを合計すると約8,000






　山岡（2008）は ALTを resource personとして、informantとして活用するよう訴えているが、
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表 3　各項目を学ぶことがどの程度役立つと思うか　回答者の割合








　Team Teaching Trainingの為の PDCAサイクルの例として以下のようなものが考えられる。
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表 4　PDCAサイクルを取り入れた　Team Teaching Training の流れ





















として実施する必要がある Team Teachingは JTEが 1人で実施する授業形態ではないので、お
互いの役割分担、協力体制なども含めて振り返る必要もあり、常に振り返る姿勢を持って授業
改善を図ることは英語教師として極めて重要な行動であろう。
3 ．Team Teaching Training の実践例紹介
　本論では、著者が平成28年 12月～ 29年 1月にかけて英語科教育法の授業の中で実施した学
生とALTとのTeam Teaching Trainingについてその実践例を紹介する。以下にその手順を挙げる。
・ 実施回数：英語科教育法の授業の内、第 11 ～第 15 回の計 5回
・ 対象学生：人文社会学部　英語教員志望の 3年生等　15 名
・ 学生英語レベル：英検準 2級～英検準 1級
・ 使用テキスト：『NEW HORIZOM English Course2, 3』（東京書籍）








の 5回に参加していただいたが、授業の第 8回～第 10 回において学生の Oral Introductionの指
導および訓練をしており、学生には英語で授業を行うための最低限の準備はできている段階で
ある。また、上記の Oral Introductionは奥羽（2016）における PDCAサイクルの手順で取り組
んでおり、自分自身やクラスメイト間における reflective learningを実施してきている。そして、
その事により ALTとの Team Teaching Trainingに対しての情意フィルターを下げ、かつ Team 
Teachingを英語でやり遂げることへの自分への期待を高める効果を持つと期待した。　　
　　以下に、第 11 回～第 15 回における実際の授業活動及び手順について説明する。
第 11 回（Plan①）




































る英語として生徒に示すことができ、かつ JTE⇔ ALTの Interactionはその流れのなかで生徒と




の Plan段階の導入として実施する。その上で、ALTとの Team Teachingの言語活動の指導案を
作成するためにイメージを強く作ることが学生に可能になり、ALT側も学生の英語レベルや特
徴を把握することができるのである。





る学生と ALTが Team Teachingで扱うクイズ形式の Q&Aはそのトピックを中学校の英語教科
書『NEW HORISON English Course 2，3』から各人に選択させている。
　各学生の ALTとの Doの段階での Team Teachingは図 4のルーブリックによる評価を生徒役





表 5　Team Teaching 実践評価基準（ルーブリック評価表）
1 ．準備はできていたか。（配布資料、練習、原稿を見ないその他）
　　 5・・・ 4・・・ 3・・・ 2・・・ 1　　　　
2．生徒は教員の英語（活動の目的）を理解できたか。
　　 5・・・ 4・・・ 3・・・ 2・・・ 1　　　　
3．生徒は活動に積極的に参加しようとしていたか。
　　 5・・・ 4・・・ 3・・・ 2・・・ 1　　　　
4．時間内に予定の内容をし終えたか。（5minutes ）
　　 5・・・ 4・・・ 3・・・ 2・・・ 1　　　　
5．ALTとの役割分担がきちんとなされていたか。　　　　　　　
　　 5・・・ 4・・・ 3・・・ 2・・・ 1　　　　
6．インプットとしての英語の使用はどうか。
　　 5・・・ 4・・・ 3・・・ 2・・・ 1　　　　














　以下は ALTが学生の 1人からメールで送られた Action段階での英語スクリプトをフィード
バックとして返したものである。
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○学生英文スクリプト（ALTによる添削、フィードバック済み、個人名は JTEと ALTに変更）
　 （ 　　　　 ）は ALTによるコメント、フィードバック
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・  ALTと話すことで、余計に JTEの英語力が問われると感じた。















Teaching Trainingの目的の 1つに「ALTとの Team Teachingを経験する」という内容があるが、
それは言い換えると「Team Teachingでしか経験できないことを経験する」ということに他な
らない。他者との比較、自己の反省による振り返りといった要素を通してメタ認知を高め、よ










ミュニケーション能力等を身につけるための方策として ALTとの Team Teaching Trainingの実
践方法についてその一例を紹介した。　
　第 1章では、英語教育における Team Teachingとは何かについて言及するとともに、その役
割分担や課題について説明した。
　第 2章では、なぜ Teaching Trainingが必要なのかについて、文部科学省（2014）『今後の英
語教育の改善・充実方策について　報告～グローバル化に対応した英語教育改革の 5つの提言
～』において、大学の教職課程の見直しの提言がなされていることを紹介し、その中でこれか
らの英語教員養成の在り方はより実践的な英語授業の訓練や ALTとの Team Teachingの経験を
必要としていることが言及されていることを明らかにした。そして、Team Teaching Trainingの
目的を挙げた上で、PDCAサイクルを通した Team Teaching Trainingの在り方を提案し、次章の
実践についての枠組みに言及した。
　第3章では、著者が実践した Team Teaching Trainingの手順を紹介するとともに、ALTと学生
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